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回折プロ7 丁イルをよく再現す ることか示 された.第3回
に示 されている鼓字はその位置におけるAl原子の存在確率
である.このモデルについて計斉 したこ体分布関数か第3
回 (d)である.封定スペク トル (a)とは必ず しも-鼓か よく
ない｡3DPTに基づいて更によいモデルを作 るには Ⅰ相AトM
















成で きることを明らかに した.同時に Ⅰ相AトMnの構造かq
相のMackay正 20面体の定列を準周期的な ものにモア イ7T
イしたものである可能性かあることを示唆 している.MaCkay






第 2回 (e)はこのアイデアに基づいて作った山本 らのモデルT〉を少 しモデ ィファイしたモデルの二体分布で
あ る.このモデルの作成には射影法を使用 し､6次元空同からの射影に関す る直交空間におけ るサンプ リング
空間 として､Mn用に大小二種類の菱両件それぞれ10佃ずっからなる菱形30面体 (一辺の長 さ4.65A)･Al用に
この菱面体 と体鎌か その約で3倍である同心の球の間にはさまれる球怨を用いた.こうして3次元空間に射影
されたMn串格子点は3DPTと一敦す るか このままではMackay正20面体か存在 していないので､最近接Mr)原子に
附 して正20両件対称 を有する全てのMn準格子点をMackay正20面体の中心であると便宜 してそこに空孔を作 り
これ と最近接Mn原子の中点にAlを配置することによりMackay正20両件を導入 した.組成ははばAlM Mn28とな
っている.
この(e)と実験結果 (a)を比較すると､ (e)では姉-近接原子および第二近接原子付近のピー クか明瞭に分裂
してお り(a)とはかな り異なる形に見える.だだ し､rの大 きい鱗城では両者はよく
一女する.
二件分布の第-ピークに対す る各原子の寄与 を解析 した宕乗からこの差異の主な
原 田をMackay正20面体の外側のAl原子位置 (第 4回 (a)の二重丸)か適切でないため
であると考 えて､この度子位置を第4回(b)のように中心方向に0.52Aず らしたモデ
ルを作った.第2回 (f)はこのモデルに対する二律分布である.これは(a)とかな り


















Siと同 じようにアモル77･ス相 とⅠ布の構造は類似 してお り､
本文的には再考は長範囲規則性か兵なるだけのようである.
(a) ? ? ? ? ? 〝? ? ?
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